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「認知機能検査は、認知症の前段階、
予備状態を把握するのに有用です！」

健康で定年退職された方が、次の５年、１０年でもっともなりたくない病気のひとつは認知症でしょう。

現在は、認知症の新しい治療薬も登場し、認知症になっても社会生活が送れるように認知症基本法が

法整備され、だいぶ暮らしやすくなるとはいえ、いったん認知症になると配偶者、子供たちに手間をか

けることになります。

そこで 脳のMRI検査とともに認知機能検査を受けることで認知症の前段階、予備状態を評価するこ

とが勧められています。



認知機能検査でもっとも世界中でよく行われる検査が、ミニメンタルステート検査（MMSEと略されま

す）です。

今日は 何年何月何日ですか という質問から始まり、言われた言葉を覚えることができるか、計

算できるか、ものの名前をいえるか、言われた文章をそのままいえるか、言われたとおりに動作がで

きるか、図形がかけるか、文章がかけるか など約１５分で検査でき、３０点満点で何点取れたかで

評価されます。

２８点以上は異常なし、２７点以下は軽度認知機能障害の疑いがあり、２３点以下は認知症の疑い

が強いとされています。



MMSEの検査用紙を（右図）に示します。検

査を受けた時点でMMSE２３点以下でしたら

認知症に関する専門的な診察と正確な診断

を受けることが必要になります。MMSE２３点

以下でも日常生活に支障がなく軽度記憶障

害だけであれば、認知症ではなく軽度認知

障害と判断されますが、そのような方たちは

４，５年のうちに多くの方が認知症に進行さ

れます。



私たちの外来通院患者約1,000名の方を平均５年間追跡したデータでも、MMSEが２３点以下の方は

その時点で日常生活に支障なく過ごされていても、その後多数の方が認知症に進行されています（下

図）。24点から27点の方も28点以上の方に比べますと認知症に進行しやすいようです。従いまして現

時点での認知機能を評価しておくことは、直ちに治療すべきかどうかだけではなく、今後5から10年の

見通しを考えるうえで重要です。

（ミニメンタルステート検査の点数と将来の認知症発症リスク）

（北川一夫、未発表データ）



MMSEの評価は非常に重要ですが、仮に27点以下あるいは23点以下であったとしても、皆さん全員

が5年後に認知症になるわけではありません。半数以上のかたは5年後にもおひとりでしっかり生活

されています。今日アルツハイマー型認知症の新しい抗体治療薬が登場し、まさにこういった人たち

が認知症になるのを予防できないかと期待されているわけですが、そういった特殊な治療以外にも

私たちには認知症にならないようにできる対策があると思います。その一つが脳小血管が傷むことを

予防することだと思います。

次回は、認知症予防を講じるうえで脳MRI検査をどう活用するか説明しましょう。


